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ウェルビーイング指標④

支え、紡ぎ・広げ、高める”つながり”指標

指標のうち、「つながり指標」は、自分自身を起点として、ウェルビーイングを支え、紡ぎ・

広げ、高める社会的関係・環境を捉えようとするもので、家族、友人、職場・学校等、地

域、富山県の５つの区分があります。（※社会的なつながりを全て捉えようとすると、これ

にとどまらず、日本～世界～地球・・・と延々広がりますが、指標を県政に活かすという前

提、また、実感を問うものである等を踏まえ、この５つで整理しています。）

花に見立てた図で言うと、生活の基盤となる富山県とのつながりを「土壌」で、自分自身

と社会・外の世界を結び、個々の実感を豊かにする各つながりを「葉」で表現しています。

指標では、つながりの状態を、客観的な面（例えば、人数や付き合いの頻度、地域活

動への参加回数など）の多寡ではなく、あくまでそれぞれが良好な状態だと実感できている

か、そこがポイントだと考え、主観的な問いを複数設定しています。このため、例えば、他者

との付き合いの頻度が多くても、過干渉やしがらみと感じ、本人にとって良い”つながり”と感

じられなければ、ウェルビーイングの実感の程度は下がることになります。この指標はそういう

点にも気づくことができるのではと考えています。こうした視点も持ちながら、個のウェルビーイ

ング向上につながる社会のウェルビーイングにもアプローチしていきたいと考えています。

自分自身と社会を結ぶ、”つながり”の実感

富山県ウェルビーイング指標県民意識調査結果

県民意識調査の際、意識した観点の１つ

https://www.pref.toyama.jp/100224/toyama-wellbeing-indicator.html
https://www.pref.toyama.jp/100224/220131wellbeing_chosa.html

